
地区労福協活動の推進

◇別速杵国東地区労福協「ふれあい動物講座」を開催

　大分県労福協は、地域に顔の見える幅広い活動を展開するため、2017 年度から一般県民・市民を対象と
した「福祉研修会」を県内 8 地区労福協 (中津地区労福協、宇佐高田地区労福協、別速杵国東地区労福協、
日田玖珠労福協、臼津地区労福協、佐伯地区労福協、豊肥地区労福協、大分地区労福協)で開催しています。
　今年度は豊肥地区労福協「福祉研修会」を豊後大野市で開催、別速杵国東地区労福協では公益福祉事
業 (生活福祉に寄与する事業 )の一環で「研修講座」を別府市で行いました。

　別速杵国東地区労福協は公益福祉事業 ( 生活福祉に寄与する事業 ) の一
環で、2022 年 3月19日（土） 別府市中央町 別府亀の井ホテルにおいて会

員団体や市民合わせて 25 名が
参加する中で開催しました。今
年度の研修講座に「おおいた動
物愛護センター」の佐伯久所長
(獣医師 )を講師に迎え、「ふれ
あい動物講座」と題して講演を開催しました。講師の佐
伯所長から保護されるペット数の報告や譲渡会などの取り
組み紹介がありました。

◇豊肥地区労福協「福祉研修会」を開催
　豊肥地区労福協は、2022年 3 月
24 日（木）豊後大野市三重町「エ
イトピアおおの」において会員団体、
市民合わせて 249 名の方が参加す
る中で「福祉研修会」を開催しまし
た。講師に川崎宗則氏 (プロ野球選手、元メジャーリーガー)
を招いて、「ムネリン流 心と体の育て方」と題して講演をい
ただきました。講演は楽しく聞きやすいトークショースタイル
で行われ、自らの野球人生での経験を活かした食育、親子
の対話、労働者のメンタルなどについて語っていただきました。

講師　佐伯久所長

講師　川崎宗則氏
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大分地区ライフサポ－トセンター
（大分・由布エリア）

☎097-538-3155（平日9時～5時）

一人で悩まない、あきらめない、まずは相談を！労働相談 生活相談 法律相談 福祉・医療相談 消費生活相談

別速杵国東地区ライフサポ－トセンター
（別府・杵築・国東・日出エリア）

☎0977-26-3155（平日9時～5時）

県ライフサポ－トセンター
（県北・県南・豊肥・久大エリア）

☎097-538-3211（平日9時～5時）



　読者からの声　読者からの声
毎月多くの読者の皆さんからご意見・ご感想をいただい
ておりますのでご紹介します。今後も多くの読者の声を
お聞かせ下さい。楽しみにお待ちしております。   編集部

●夫が毎回「福祉ひろば」を持って帰り見ています。コロナ
禍で勤労者医療生協の項目、今回は花粉症について
分かりやすかったです。　　　　　　　(大分市・女性)
●福祉ひろばを読んで情報をいただくという竹田市の女
性の声がありましたが、まさにその通りです。マスコミやメ
ディアの発達で情報もあふれていますが、安全・安心の
情報が必要ですね。　　　　　　　　(国東市・女性)

●出張の時や用事の時に市街地へ行く時、いつも総合生
協中央パーキングを利用しています。生協の組合員の
方が利用することが多いと思うと少し安心できるので決
めています。　　　　　　　　　　　　(佐伯市・女性)
●花粉症のコーナーを読んでなるほどなあと思いました。
規則正しい生活をおくって免疫力を高めたいと思いまし
た。　　　　　　　　　　　　　　　(日田市・女性)
●今年も花粉症の季節がやってきました。毎日マスクをして
いるので以前と比べると少し楽ですが、早く過ぎ(杉)
去ってほしいです。　　　　　　　　　(佐伯市・女性)
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◎『福祉ひろば』へのご意見ご感想などお寄せ下さい。

この他にもご意見ご感想をいただいていますが、紙面の都合で
割愛させていただきます

・ハガキに、①・②の答えを書き、住所、氏名、
　職場名を明記して下記までご応募ください。
・応募締切：2022年5月31日（火）（当日消印有効）
・正解者の中から抽選で10名の方にクオカード
　をお送りします。
・当選者発表は、7月１日発行165号紙面にて。

◎『福祉ひろば』へのご意見ご感想などお寄せ下さい。
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簡単な問題ですのでふるってご応募ください。

労福協クイズ労福協クイズ労福協クイズ

〒870-0035　大分市中央町4丁目2番5号
　　　　　　　　　　　　　　　  ソレイユ6F
一般社団法人 大分県労働者福祉協議会編集委員会

❶　今回、2地区労福協で開催されました研修会の開催
地を三択でお答えください。
　　①別府市と豊後高田市
　　②別府市と大分市
　　③別府市と豊後大野市
❷　福島県の震災遺構の小学校名は？

◎出張労働相談
◆毎月1回、県内を巡回し、労働相談会を開催します。
◆弁護士、労働基準監督官などが無料で相談をお受け
します。
◆来場できない方は電話相談もできます。
◆５月26日（木）受付時間 13：30～15：30
　会場　佐伯市役所　6Ｆ　大会議室
◆６月16日（木）受付時間 13：00～16：00
　会場　J:COMホルトホール大分　201会議室
◆７月21日（木）受付時間 13：30～15：30
　会場　中津市役所　３F　302会議室
◎働き方のトラブル集中労働相談会
◆新型コロナウイルス感染症の影響によるトラブルや支援
制度など、働く現場の様 な々相談をお受けします。
◆来所または電話により相談をお受けします。
◆５月13日（金）～15日（日）
　相談時間13日(金) 　8：30～20：00

14日(土)･15日(日)　9：00～18：00
　会場　大分県労政・相談情報センター

(大分市大手町3-1-1大分県庁本館７階）

◎労働なんでも相談
◆県内各地を巡回して労働相談会を開催しています。
◆６月15日（水） 11：00～15：00
　会場　臼杵市役所 １Ｆ 103会議室
◆６月20日（月） 11：00～15：00
　会場　津久見市ふれあい交流センター１Ｆ大会議室
◆７月 6日（水） 11：00～15：00
　会場　宇佐市役所 2Ｆ 25会議室
◆７月13日（水） 11：00～15：00
　会場　豊後高田市役所 本館 2Ｆ 201会議室
◎労働相談専用電話

労政･相談情報センターの労働相談のご案内
労働雇用 政策課だより

大 分 県 商 工 観 光 労 働 部

おおいたの労働

※出張労働相談の際は、相談会場に転送されます。

　固 定 電 話 か ら は   　 0120-601-540
　スマホ・携帯からは Tel 097-532-3040

大分県労政・相談情報センター
大分市大手町3-1-1
大分県庁本館７階 雇用労働政策課内
8:30～17:15(土日祝､12/29～1/3はお休みです。)

大分県の労働情報は、

(2)　第 164 号 2022年５月１日労 福 協 　 ☎097-533-1106労 福 協 　 ☎097-533-1106



第 164 号 2022年５月１日　(3)こくみん共済 coop＜全労済＞大分推進本部 ☎097-548-5552

こくみん共済 coop＜全労済＞ホームページ　https://www.zenrosai.coop



❶分譲部門
　別府市「新別府」5区
画、大分市「津守分譲地」
2区画を分譲中です。詳
細についてはお問い合わ
せください。

❷リフォーム部門
　水廻りやクロス貼替、屋根・外壁の
外部塗装など様々なリフォームを扱っ
ています。
　お客様のご要望にあったリフォーム
プランをご提案させていただきますの
で、お気軽にお問い合わせください。

❸管理部門
【中央P時間貸し】  
8時から18時まで40分100円（日中最大800円）
18時から8時まで60分100円（夜間最大500円）
【プリペイドカード】
割安なプリペイドカードもあります。
10,000円券を7,400円、5,000円券を4,300円で好評販売中。

２．住宅事業部の活動内容

１．旅行センターの活動内容
　総合生協は組合員の皆様のご予算、ご希望に合わせた各種プランをご提案致します。出張、会議、各種研修、職場旅行や
家族旅行、ご宴会の手配など…ご予約、お問い合わせ、資料請求は係員までお気軽にどうぞ♪ ☎097-548-5515
今回、記念日プランを作成いたしました！総合生協が自信をもっておすすめする御宿で至福のひとときをお過ごしください。

ホームページアドレス
 http://www.sogoseikyo.jp

❶ 総合生協記念日プラン【由布院 亀の井別荘】
旅行代金（1泊2食付/おとなおひとり）50,800円～

❷ 総合生協記念日プラン【由布院 玉の湯】
旅行代金（1泊2食付/おとなおひとり）45,800円～

「旅行」、「住宅」、「駐車場」の
情報を見やすく掲載してい
ます。是非、ご覧ください。

感染症対策をしっかり行い、安全・
安心のご旅行をご案内いたします。
ご褒美やプチ旅行に各地へ足を運
んでみるのはいかがでしょうか？

生協法に基づき、非組合員様のご利
用時には組合員出資金が必要とな
ります。尚、組合脱退時に出資金は
ご返却致します。

総合生協　【住宅事業部】☎097-574-5518  【旅行センター】☎097-548-5515

総合生協ホームページ　　http://www.sogoseikyo.jp

(4)　第 164号 2022年５月１日



　県生協連の2020年度役員視察研修は、新型コロナウ
イルス感染症の拡大に伴い中止しましたが、2021年度
は東日本大震災から10年目の節目を踏まえ、県生協連
が「復興祈念植樹」をした福島県新地町を中心に実施
することとしました。ただ直前まで新型コロナの感染状
況を踏まえ実施の是非を検討しましたが、大分県と福
島県とも「蔓延防止措置」が解除されたことを踏まえ、
2022年3月11日(金)～13日(日)、理事6名、職員1名の7名
（青木会長理事、河原専務理事、後藤理事、日隈理事、
高瀬理事、政丸理事、関谷職員）で参加しました。
　11日は、飛行機と新幹線を乗り継いで15時過ぎに福
島駅に到着し、小型バスで「新地町役場」に向け出発。
当日は3.11の集会に岸田総理の出席があって混雑してい
ましたが、福島市から山越えで約1時間強、16時30分過
ぎに到着、町長と懇談しました。その席上、コープおお
いたが10年前に植樹した小学校の梅が大きな実をつ
け、先生達がその実で手作りした「梅酒」をいただきま
した。その後、県生協連が100本の梅の木を植樹した
「釣師防災緑地公園」を視察した後、相馬市の「晴風
荘」に宿泊しました。ここは内海の傍であり、3.11当時
は2階まで浸水、5階に避難し全員無事でしたが、大き

な被害が出たようです。
　12日は、宿舎から松川浦大橋～大洲松川ラインを経
由し、福島県唯一の震災遺構である浪江町「請戸小学
校」を視察、ここは外海から300ｍしかなく、3.11当日
は2階建て校舎の2階部分まで津波が押し寄せ、1階部分
の残骸は当時のままに保存されており、津波の激しさと
被害の甚大さが生々しく感じられました。幸い児童も先
生も無事避難できたようですが、不安と寒さの中での避
難状況が克明に記録されていました。
　その後、2年前に双葉町に開館した「東日本大震災・
原子力災害伝承館」を視察、施設内は、大型ビジョンや
最新の機器が配備され、3.11の地震～津波の状況、原子
力発電所の水素爆発の原因、放射能漏れと避難指示の
交錯、対応と混乱が時系列で示されるとともに、被災し
た方々の写真パネルがありましたが、改めて被災者の悲
しさや苦しみ、憤りを感じさせられました。
　その後、相馬市、伊達市を経由し福島市飯坂町のＪ
Ａ共済「摺上亭大鳥」に宿泊しました。
　13日は、ホテルから福島駅へ、新幹線、飛行機を乗り
継ぎ、全員無事に大分へ帰りました。

県生協連2021年度役員視察研修（福島県新地町他）を実施
第 164 号 2022年５月１日　(5)県 生 協 連 　 ☎097-527-4056



　大分協和病院に、オンライン資格確認システム
の顔認証付きカードリーダーを導入しました。こ
れにより、マイナンバーカードが健康保険証とし
て利用できるようになります。

　マイナンバーカードを保険証として使うには事
前登録が必要となり、医療機関・薬局の窓口に置
かれた顔認証付きカードリーダーで可能です。（大
分協和病院でも登録可能です）
　マイナンバーカードを保険証として利用して頂
き、利用者さんの同意を得ることで、医療情報を
医療機関や薬局で共有することができます。これ
により病歴やお薬の処方歴を正確に把握でき、よ
り適切な医療サービスを提供することができま
す。
　また、マイナポータル（Web ページ）で自身の
特定健診情報や薬剤情報・医療費情報を確認する
ことができます。

　マイナンバーカードは、コロナ禍直前の令和 2
年 4 月では全国の交付率が 16.0％でしたが、令和
4 年 3 月の全国の交付率は 42.4％で、大分県は
41.6％となっています。
　当初は、マイナンバーカード自体が普及してい
ないのに、オンライン資格確認システムの利用者
がどの程度いるのか？なんて懐疑的でしたが、こ
れだけマイナンバーカードが普及してくると、オ
ンライン資格確認システムを設置していること
で、利用者さんの利便性を高める一助になれると
思います。
　
　マイナンバーカードは健康保険証として利用で
きることのほかに、印鑑証明書や住民票などをコ
ンビニエンスストアで取得できることも便利です
ね。
　また、顔写真付きの身分証明書として利用でき
ることもあり、運転免許証を所持しない方にとっ
ては、様々な場面で利用の機会が増えるのではな
いでしょうか。

※マイナンバーカードの健康保険証利用には、IC
チップを使うため、医療機関がマイナンバー
（12桁の数字）を取り扱うことはありません。
※現在の健康保険証が利用できなくなるわけでは
ありません。

オンライン資格確認導入

このマークのある
医療機関で
マイナンバーカードが
使えます

(6)　第 164 号 2022年５月１日勤 労 者 医 療 生 協 　 ☎097-568-2299

勤労者医療生協ホームページ　　http://oitakyowa-hp.org/



　現代社会における人口減少・高齢化の進展に伴
い、私たち労働者は「人生 100 年時代」に備えた
資産形成や管理に取り組み「資産寿命（※１）を
延ばす」ことが求められています。また、金融機
関にはこうした社会的変化に適切に対応し、それ
に沿った金融商品・金融サービスを提供すること
が求められています。
　ろうきんでは、これまで「しあわせ創造運動」
における「生活設計」の取り組みとして、iDeCo（個
人型確定拠出年金）や投資信託を中心に「現役世
代」と「退職前後世代」のお客様を対象として「資
産形成応援キャンペーン」を実施してきました。
しかしながら、定年制の見直しや年金のスライド
支給・減額、あわせて税制改正（贈与・相続）が
進められている社会情勢を踏まえ、今後も進展す
る高齢社会のなかで「しあわせ創造運動」を展開
していくためには、退職後の「生活設計」として「退
職後世代」も含めた金融サポートや、セミナー等
を通じた金融リテラシーの向上、金融ジェロント
ロジー（※２）を取り入れた個別提案活動（ライ
フプランニング・金融資産運用等）が重要と考え
ます。
　お客様ごとの各ライフステージにおける「資産
形成の促進」に加えて、「資産寿命を延ばす」提案活動をさらに強化していくことを目的として「2022
資産形成応援キャンペーン」を実施します。

※１．「資産寿命」とは、老後の生活を営んでいくにあたって、これまで形成してきた資産が尽きるまでの期間のこと。ライフプランに沿って、適切な資
産管理・運用することで、資産寿命の延伸が期待できる。

※２．「ジェロントロジー」とは、高齢者の経済活動、資産選択など、長寿・加齢によって発生する経済課題を、経済学を中心に関連する研究分野と連携して、
分析研究し、課題の解決策を見つけ出す新しい研究領域のこと。

【キャンペーン概要】
　キャンペーン期間中、「応募対象項目のうち１項目以上の新規契約をいただいた方」で、キャンペー
ン専用応募フォームまたはチラシ裏面のアンケートに回答いただき、応募いただいた方に対し、抽選
プレゼント企画を実施します。
　キャンペーン対象商品を中心に、資産形成に関するご提案を行うことで、お客様の「資産寿命を延
ばす」提案活動をさらに強化していきます。
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154,000円（送料込・税込）
（持参の場合143,000円）

110,000円（送料込）
（持参の場合100,000円）
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